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はじめに

小笠原の高水温を活用してのマダイの早期大型種苗の生産については、小笠原海域にマダイの天然で

の生息かみられないことから、昭和５６年１０月に神奈川県より養殖マダイ３年魚を'｣､笠原父島に輸送

し、親魚養成を行った。その結果、昭和５７年２月末から産卵が認められ、４月の卵を用いて種苗生産

を実施した。生産された種苗の一部は、将来の内地出荷を想定して、昭和５７年７月に伊豆大島までの

種苗輸送試験を実施したが、適切な収容密度で行えば種苗出荷は十分可能である見通しか得られた。

本年度は小笠原産マダイからの種苗生産を目標に、夏期２８度台となる高水温下での親魚候補の越夏

養成試験および昭和５９年春、２年魚での産卵の可能性について検討することとした。さらに亜熱帯

海域に生息する魚種のうち、内地での市場性の高い′､タ類・アジ類の種苗生産試験に着手した。

Ｉマグイの越夏養成試験

小笠原でマダイを確保するためには、小笠原で生産した種苗を飼育・養成する必要がある。そこで、

昭和５７年に生産した稚魚のうちで、大型で活力のある稚魚を５００尾選別し海面生寶で親魚候補とし

て養成していたが、昭和５７年９月の台風通過時に網と筏を結んでいたロープが切れたため、全ての

稚魚が逃亡した。このため、昭和５７年に小笠原で生産し伊豆大島までの輸送試験を行い、引続き東

京都水産試験場大島分場で飼育していたマダイ１年魚を昭和５８年７月に再び小笠原父島まで輸送し

て越夏養成試験に供した。

1）伊豆大島からのマダイ１年魚長時間輸送試験

（材料および方法）

供試魚：昭和５７年３月に小笠原でふ化養成し、同年７月に伊豆大島へ輸送したマダイ３７尾

を用いた。平均体長は２４．０ｃｍ、平均体重は２９３．２『であった。

輸送方法および所要時間：調査指導船「みやこ」（１２７トン）の活魚倉（６トン、換水率０．５

ﾄｭﾌﾞ/1分）ヘ収容して海上輸送を行った。輸送所要時間は、７月１９日０８：４５，大島波浮港発、

７月２１日１８：４２、小笠原父島二見港で５８時間となった。

（結果）

海上輸送の航跡は図１のとおりである。また、航海位置と活魚倉水温は表１のとおりであった。

八丈島～烏島間で荒天のため海上はシケ模様となったか、その他は穏やかな航海状況であった。

輸送期間中のへい死は無く、生残率は100％であった。父島到着後は直ちに二見湾内の海面網生

－１－
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篝（４×４×３ｍ）ヘ収容して越夏養成試験を開始した。

表１輸送中の航海位置と活魚倉水温
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2）父島二見湾内での越亘養成試験

小笠原海域では、本土南岸海域に比較すると夏季の最高水温は２９℃前後と大差ないか、′｣、立原栂域では、本土南岸栂域に比較すると夏三李の最局水温は２９℃前後と大差ないか、２５℃

以上の高水温期間が約７カ月（５月～１１月）続くため、マダイの成熟に及ぼす影響を検討する必

要がある。
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(材料および方法）

供試魚：大島から輸送したマダイ３７尾を用いた。平均体長２４．０c〃、平均体重２９３．２牙

飼育期間：昭和５８年７月２１日から昭和５９年４月１日までの２５５日間

飼育方法：父島二見湾内に設置した海面網生贄（５×５×３机）で飼育した。

餌料および給餌：餌料はマダイ用配合飼料（ペレット）とマイワシミンチを等量混合したもの

にピバン剤を外割で１％添加して良く混合した。給餌は原則として’厄し日として、毎日午前

９時に与えた。給餌料は摂餌状況を見ながら０．５～０．７A51/日とした。

水温の測定：毎日１回、午前９時に測定した。

(結果）

飼育期間中の水温変化は図２のとおりである。９月か最高水温となり、その後は下降して、翌

年の３月上旬に最低の１８℃台となった。飼育結果は表２のとおりで、開始時の平均体重２９３，

であったか、９カ月間で８４３『となった。飼育魚の体色変化か顕著になったのは２月中旬頃から
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図２飼育期間中の水温変化
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表２マダイ１年魚越夏養成飼育結果

開始時中間取揚時採卵池収容時

５８年７月２１日５８年１０月２９日５９年４月１日

0１０１１５４

３７３７３７

３７３７３７

１０，８４８．４２１，６８２３１，１９１

２９３．２５８６８４３

２４．０２８．５３２７

測定月

飼育日数

とりあげ尾数

放養尾数

総重量

平均体重

平均全長

日
』
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

日
尾
尾
牙
牙
、

く
く
く
く
く
く

で、特に雌の体色変化が明らかであった。産卵か見られたのは４月１日であった。産卵確認後は

直ちに陸上採卵池へ収容した。

高水温期（７月～１０月）には、やや摂餌か不活発となる傾向が観察されるが、飼育期間中は

１尾のへい死も見られなかった。

Ⅱ５７年度放流マグイの再捕例

昭和５８年６月１５日にマダイ２尾か父島二見湾内で再捕された。マダイの再捕は初めての例であ

る。再捕場所は図３のとおりで、遊漁者の投げ釣りによるものであった。釣獲された時刻は２０時頃、

水深は７～８ｍであった。小笠原海域では天然産マダイの生息は認められていないことから、当セン

ター産のマダイと判断した。再捕されたマダイの大きさは表３のとおりで、この大きさから、昭和５７

年度に生産したマダイと考えられる。５７年度に放流したマダイの大きさと尾数は表４のとおりであ

る。

表３再捕マダイの大きさ 表４昭和５７年度マダイ放流の状況

、■ 、、■体重（牙）尾叉長(cｍ）

iTjini=iiiiT」
Nｕｌｌｌ８０ １９．６

Nｏ２１１８５ １９．８
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Ⅲ新魚種種苗生産試験

小笠原海域は亜熱帯海域に属するために、本土海域に比較すると①冬季でも温暖で最低水温は１８

℃を下回わることがない、②生息魚類相が豊富である、をどの特色かあげられる。なかでも、高級魚

として市場性の高いアジ、／､タ類は生息種類数か豊富であるため新魚種種苗化の対象として期待か持

てる。そこで、今年度は/､タ類についてはアカハタを、またアジ類についてはシマァジを対象として

親魚養成あるいは種苗生産試験に取り組んだ。

1．アカハタ（Epinephelusfasciatus（ＦＯＲＳＳＫＡＬ））

アカハタは、房総以南の太平洋沿岸に広く分布し、伊豆・小笠原諸島海域に生息する/､夕類の中

で、最も普通に見られる種類である。小笠原海域での年間漁獲量は１０トンに満たないか、遊漁に

よるものも多く、また東京市場への出荷価格は８００～１，３００円／〃の範囲で安定している。底魚

一本釣漁法で釣獲される漁体は全長１５～４０C加で２５～３０ｃｍが主体である。

（１）小笠原諸島海域におけるアカハタの産卵期

（材料と方法）

供試魚：供試魚は１９７５～１９８２年の８ヶ年にわたって、東京都小笠原水産センター所属調査

指導船「興洋」（４３７２トン）によって釣獲したアカハタ１，３１４尾を用いた。釣獲場所は聟島・

父島・母島列島の水深１０～５０ｍの岩礁域であり、釣獲後水産センターに持ち帰り、全長および

生殖腺重量を測定した。生殖腺熱度指数（ＧＩ）は次式により算出した。

ＧＷ
ＧＩ＝＿

ＴＬ３
×1０３（ＧＷ：生殖腺重量、ＴＬ：全長）

(結果）

供試魚の全長およびＧＩは表５のとおりである。全長の範囲は１６．４～４０．７ｃｍで、２７～３０ｃｍ

前後の大きさのものが最も多かった。なお、月別に魚体の大きさを比較してもあまり差がないが、

これは、釣り針の大きさによる選択結果と考えられる。ＧＩの月別変化を図４に示した。性別に

ついては、生殖腺の成熟が進む４．５．６月は肉眼でも判別可能であったが、その他の季節では

生殖腺が糸状で、このため肉眼での判別は不可能であった。ＧＩは３月から増加する傾向を示し、

４月に入ると雌では急､激に増加して５月にピークとなった。この時の最大値は２２０．２５であった。

雄は雌に比較するとＧＩは低い値であったか、４月には増加し、６月にはピークとなった。この

時の最大値は３１．８０であった。６月以降は、徐々に減少し、７月２．８となり以後は１．２～2.0前

後となった。このため、小笠原諸島海域におけるアカハタの産卵期は４～６月、盛期は５～６月

と推定した。
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表５釣獲されたアカハタの全長およびＧＩ

体長（尾叉長） Ｇ・Ｉ

訂羊珸1置主-5-:-５
測定
個体数

性別月
平均値±Ｓ･DCの範囲（cｍ） 範囲
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29.67±36.29

4.09士1.33
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(2)陸上池におけるアカハタの採卵について

（材料と方法）

採卵用親魚の釣獲：供試魚は昭和５８年１月１８，１９日に小笠原水産センターより「興洋」で

約３０分航走した父島北方域の水深約１５ｍの岩礁域で釣獲した８５尾を用いた。魚体の大きさは

表６に示した。

表６採卵用に採捕したアカハタの体型

回Ｔ２､、谷,（

〕

５９

網生寶での飼育：供試魚は釣獲後父島二見港の網生管（４×４×３ｍ）に収容し、給餌は１日

１回、全飼育魚（８５尾）に対してムロアジ等の切身を約０．５Ａ7与えた。

陸上池への収容と飼育管理：アカハタ親魚を４月２７日に網生寶から陸上採卵池（円型コンク

リート池、８０トン）ヘ移動した。採卵池の給水量は毎分３００２で、給水パイプの口を一定方向

にしてあるため、池内の流れの方向は一定である。また、日除けはつけなかった。梅雨あけの６

月上旬頃から、池の底や壁面に藻類が繁茂したため、２週間に１回程度、池を干しての藻類除去

を行なった。除去作業は日中４～５時間を要したので、その間供試魚は１トンプラスチック水槽

に収容し、かけ流しとした。給餌は１日１回、全飼育魚に対してムロアジ等の切身を約０．５〃与

えた。陸上池の水温は自記水温計（ＤＴＲ－ＩＳ）により、１時間ごとに記録し、比重は毎日９

時に屈折計（アタゴＳ１００）により測定した。

採卵方法：供試魚を収容した陸上池での採卵は、３つの方法を組み合わせて行なった。第１の

方法は、水面から口径３０c〃のプラスチック製ロートを３個垂直につなぎあわせ、各ロートの排水

口から径２５加／、のホースで、池外に設置した0.5トンプラスチック水槽に導き、目合５３Ｍ

の採卵ネットで集卵する。（図５－ｂ）第２の方法では、既設の表層水排水口（コンクリート桝、

４５×６０×８０ｃｍ）に前述の採卵ネットを張り、オーバーフローした表層水から採卵した。（図

５－ｃ）第３の方法では池底中央部から排水されてくる低層水の出口に採卵ネットを張り集卵し

た。（図５－ｅ）集卵は毎日午前８時に行なった。受精卵を２０２のペンライト水槽に移した後、

１００ｃｃのビーカーですくい取り、その中の卵数を計数した後、総産卵数を推定した。

浮上卵率・ふ化率の算出：集めた卵は、目合1,,,mのネットに通して、ゴミ等を除き３ｏｚプラ

スチック水槽に収容し、浮上卵と沈下卵に分離させてから、それぞれを計数し浮上卵率を求めた。

浮上卵計数後、約２００粒を３Ｚプラスチックビーカーに収容し、室内に４８時間静置してふ化率
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Ｃ

．

ａ：給水口

ｂ：採卵用ロート

ｃ：表層水排水口（採卵ネット設置）

ｄ：採卵ネットヘ

ｅ：底層水排水口（採卵ネットヘ）

図５陸上池の構造と採卵方法の模式図

（上：平面図、下：断面図）

を求めた。ビーカー内の水温は、毎日８時に棒状水銀温度計で測定した。ふ化率（Ｆ）は次式に

より求めた。

Ｅ－Ｄ

×１００Ｆ＝

Ｅ

（Ｅ：ビーカーに収容した浮上卵粒数、Ｄ：ビーカー内でふ化しなかった卵粒数）
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(結果）

採卵のため陸上池での飼育は、４月２７日より開始した。飼育期間中（４月２７日から８月１７

日、１１１日間）の水温・比重を図６に示したが、最高水温は２９．２°Ｃ、最低水温は23.6℃､平均
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図６陸上池での飼育期間中の水温と比重の日変化

水温２６．３°Ｃであった｡産卵は、アカハタ親魚を陸上池に収容した日の午後６時３０分頃認められ

た。産卵の際には、雌雄１尾ずつが１組となり、雄か池底から雌に体を寄せ、躯幹後部を震わせ

だから水面近くまで追いあげ、水面直下で離れる動作を繰り返し行なった。なお、この動作は他

の数ケ所で同時にみられた。産卵を確認した期間は、４月２７日から８月６日の間であった。こ

の間の日間採卵量・浮上卵率・ふ化率を図７に示した。産卵は断続的で、延６１日間あり、日間

採卵量の変動は大きかった。なお、日間採卵量の最も多かったのは、８月２日の1,979×１０６粒

であった。総採卵量は１，７７８×１０７粒であった。浮上卵率は最高９４．７％、最低１０．１９６、平均

５４６妬であり、ふ化率は最高９６．７筋、最低３３．１冊、平均８３．１９６であった。ふ化容器として

用いた３２ビーカー内の期間中の水温は、最高２６２℃、最低２３．１℃、平均２４．３℃であった。

受精卵は、分離性浮上卵で無色透明、真円形であり、１個の抽球かあった。卵膜には特別な模様

はみられなかった。浮上卵であるため、地底層水からはほとんど採卵できたかった。受精卵の大
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きざは４月２８日の浮上卵２０個の測定で、平均卵径７７０Ju、平均抽球径１９Ｗzであった。ふ

化に要する時間は、水温２３．１～２５．９°Ｃで約３５時間であった。また、ふ化仔魚の大きさは、平

均全長２．１，ｍであった。

(3)アカハタふ化仔魚の飼育

採卵については順調であったので、得られたふ化仔魚を用いて仔魚飼育を試みた。飼育試験は

初期餌料を替えて３回実施した。

第１回飼育試験（Ｓ型ワムシ給餌）

（材料および方法）

供試魚：昭和５８年４月３０日にふ化した仔魚１３５，０００尾を用いた。

飼育期間：昭和５８年５月１日～５月８日（８日間）

飼育方法：仔魚１３５，０００尾を５０Ｍプラスチック水槽６面へ収容した。各水槽への収容状況

は表７のとおりである。飼育は止水方式として微弱なエアレーションを施した。毎日午前９時に

水温、ｐＨ、比重を各水槽について測定した。飼育水にはグリーン海水を加えた。

初期餌料：シオミズツポワムシ（Ｓサイズ）を用いた。ワムシは乾燥パン酵母で高密度培養を

行なった後、給餌前数時間はクロレラで２次培養した。

表７アカハタふ化仔魚の収容状況

収容密度(尾／Ｚ）収容尾数（尾）/１６【

０
４
４
４
４
４

３
４
４
４
４
４

１３，５００

２０，０００

２０，０００

２０，０００

２０，０００

２０，０００

１
２
３
４
５
６

(結果）

ふ化仔魚が開口したのは５月３日で直ちにワムシ給餌を開始した。給餌ワムシの大きさは、平

均甲長が１２０｣Uであった。飼育期間中の水質変化を図８に示した｡ワムシの給餌密度は20個体/6ｃ

としてあたえたか、仔魚かワムシを摂餌している様子は見られたかった。そこで、仔魚の口径（開

口直後）とワムシの甲長あるいは甲幅を投影機で拡大して観察してみると、ワムシかやや大きい

事が判明した。５月５日には各水槽で、水槽の底や壁に着く個体か多く見られるようになり、仔

魚の活力もやや落ちたように考えられた。５月５．６．７日と３日間続けて各水槽からランダム

に１０尾ずつ抽出して投影機で消化管内のワムシ存在を観察した。結果は表８のとおりで消化管
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図８飼育期間中の水質変化

内にワムシの存在は認められなかった。８日に生残個体を計数したか各水槽ともに表９のとおり、

生残個体は０であった。

表８開口後３日間のワムシ摂餌状況

１２３４５６

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

5．

５
６
７

０
０
０

０
０
０

表９各水槽の生残個体

１２３４５６
生残尾数へ

生残尾数 ００００００
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第２回飼育試験（マガキ幼生給餌）

前回の飼育試験でＳサイズのワムシでは仔魚が摂取できたいことか分かったので、初期餌料に

は更に小型であるマガキ幼生の投与を試みた。また、飼育水槽への収容は衝撃等に強い受精卵の

段階で実施した。

(材料と方法）

供試卵：昭和５８年５月２５日に集卵した浮上卵から６０，０００粒を用いた。卵は５００Ｚプラ

スチック水槽６面に収容した。卵の収容状況は表１０のとおりである。

表１０アカハタ受精卵の収容状況

収容卵粒数（粒） 収容密度(粒／Ｚ）ﾉﾘ６１

１０，０００

１０，０００

１０，０００

１０，０００

１０，０００

１０，０００
１
２
３
４
５
６

０
０
０
０
０
０

４
４
４
４
４
４

飼育期間：昭和５８年５月２５～６月４日（１１日間）

飼育方法：飼育は止水方式で微弱なエアレーションを施した。飼育開始時の水槽内水量は２５０Ｚ

とした。飼育水にはグリーン海水を加え、毎朝８時に水温、ｐＨ、比重を測定した。

給餌マガキ幼生：用いたマガキは南西海区水産研究所から送られた瀬戸内海産養殖マガキであ

る。トロコフォラ幼生の作り方と給餌手順は次のとおりである。

切り取り法によって受精させる→数分間放置→ろ過海水と共に３０２ペンライト水槽へ静置

する（５～７時間、水温によって異なる）→浮出してくるトロコフォラ幼生を１Ｍのネットで

回収する→ポリピーカーに海水と共に収容して計数・給餌する。

(結果）

５月２５日に収容した卵は翌２６日にはふ化した。開口したのは２８日であった。マガキ幼生

の給餌の２７日の夕方から準備を始めて２８日の早朝に第１回の給餌を行なった。飼育期間中の

給餌量は表１１のとおりである。給餌回数は５回／日（０５：００，０８：００，１２:００，１４：００，

１８：００）であった。飼育水槽内のマガキ幼生密度は毎日午前８時の水温等測定時に表層水を採

水して計数したが、結果は表１２のとおりで水槽によって大きく異なった。５月３１日（開口４

日後）に各水槽から５尾ずつ抽出して、投影機で、消化管内のマガキ幼生の存在を調べたところ

表１３のような結果となった。マガキ幼生が５個以上存在していた個体は23.396であった。また、
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表１１マガキ幼生給餌量（日間、×１０４個）

３ ４ ６２ ５１

１２４

５６９

４９３

１９５４

１，１６４

１，５９７

１，１５３

１，１６２

１２４

５６９

４９３

６１５

５６０

１２４

５６９

４９３

６１５

５６０

１２４

５６９

４９３

６１５

５６０

１２４

５６９

４９３

１，９５４

１，１６４

１，５９７

１，１５３

１，１６２

１２４

５６９

４９３

１，９５４

１，１６４

１，５９７

１，１５３

１，１６２

８
９
０
１
１
２
３
４

２
２
３
３

5．

６．

表１２飼育水中のマガキ幼生密度（個／ｃｃ）

7;三宅更三 ２ ３１ ４ ５ ６

７
０
８
１
３
４
０
６

２
１
３
４
１
２
３

７
９
２
５
０
５
９
９

１
１
３
４
２
１
３

３
２
５
６
９

１
１
１

８
９
０
１
１
２
３
４

２
２
３
３

６
２
５
５
１
２
３
３

２
１
３
１
２
２
３

８
１
８
９
５

２

5．

１
２
５
６
４

１
１
１

6．

表１３マガキ幼生の摂餌状況（尾）

水槽服
１２３４５６合計(尾）（妬）

幼生個体

阯
０
１
２
３
４
５
５

３
１
０
０
１
０
０

１
０
０
０
０
０
４

３
２
０
０
０
０
０

１
１
０
０
０
０
３

２
２
０
１
０
０
０

２
１
１
０
０
０
０

２１
７
１
２
１
０
７

４０

２３．３

３．３

６．７

３．３

０

２３．３

－１６－



マガキ幼生が全く存在しなかった個体は４Ｍであった。調査した３０個体のうち、満腹状態で消

化管（胃）がややふくらんだ状態の個体は２尾のみであった。飼育開始後８日目の６月１日には

仔魚の密度が急､速に低下したことが観察されたので、妬４，５，６の水槽について生残尾数を

確認したところ、表１４の様な結果となった。〃１，２，３については６月４日注で飼育を続行

したが、４日の朝には水槽内の仔魚密度が低下したので、飼育試験を止めて生残尾数を確認した。

結果は表１５のとおりである。飼育期間中の仔魚の成長は図９のとおりであった。飼育期間中の

水温、ｐＨ、比重の変化は図１０のとおりである。

表１４妬4,5,6水槽の生残状況 表１５服１，２，３水槽の生残状況

、趣
］

ｌ(］
拓

４

ｊ

仔
魚
の
全
長
耐
く

３

２

１

０

5/1２８２９３０３１６/ｉ２３４

図９仔魚の成長
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第３回飼育試験（マガキ幼生給餌）

前回よりもマガキ幼生の給餌密度を高くすると共に、仔魚の収容密度を低くして飼育試験を行

なった。

(材料と方法）表１６受精卵の収容状況

収容状況

水槽妬

１０，０００

１０，０００

表１７飼育期間中の水質変化

畷
比重（ず１５）

了「Ｚ

水温（｡Ｃ） ｐＨ

２
３
４
５
６
７
８
９
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２
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０
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２
０
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３
６
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７

■
●
●
●
●
●
●
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５
５
５
５
５
５
６
５

２
２
２
２
２
２
２
２

３
３
２
３
０
０
９
９

Ｃ
●
●
●
●
●
●
●

８
８
８
８
８
８
７
７

３
３
２
２
０
９
０
９

●
●
●
●
●
●
●
●

８
８
８
８
８
７
８
７

５
５
０
５
７
５
０
０

●
■
●
●
●
●
●
●

７
７
８
８
８
８
９
９

２
２
２
２
２
２
２
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５
５
０
５
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●
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７
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表１８マガキ幼生給餌量
（日間、×１０４個）

水は途中１回、６月２７日に約１５ｏｚ程度、

各水槽について実施した。この時はクリーン

海水を加えて水質の安定を計った。マガキ幼

生の給餌量は表１８のとおりであるが、前回

に比べると約１ｏ倍程度となった。飼育槽内

のマガキ幼生密度は表１９のとおりで、前回

の２～３倍となった。２８日朝には、各水槽

水槽化
１ ２

月・日

2，７１３

２，００１

５，３７３

５，１２１

４，９８２

５
６
７
８
９

２
２
２
２
２

●

６

２，７１３

２，０９３

５，３７３

５，０１２

４，９８２

表１９マガキ幼生の飼育水中密度（個／bc）

i二三菫Ｉ
１ ２

０８：００１６：０００８：００１６：00

５
６
７
８
９

２
２
２
２
２

●

６ １
８
３
９
９

６
１
６
５
４

８
３
６
８
３

３
４
８
７
７

８
４
２
４
３

５
１
７
５
４

９
８
０
８
３

４
５
６
３
６

の仔魚の密度が低下していることか観察されたので、２０尾ずつ抽出して、消化管内のマガキ幼

生の存在を調べたところ、表２０のとおりであった。消化管内に何も見られない仔魚が７２．５９６

表２０マガキ幼生の摂餌状況（尾）

昭固体数
水槽 ０１２３４５５以上

１３

１６

２９

７２．５

１

２

合計（尾）

（妬）

１
１
２
５

０

２
０
２

１ ５
１
２
３
・
７

２
０
２
５

０
０
０
０

１
１
２
５

で、マガキ幼生が５個体以上確認できた仔魚

は596であった。２９日には槽内の仔魚密度

が更に低下したので、６月３０日で飼育試験

を終了した。各水槽の生残尾数は表２１のと

おりである。

表２１生残状況

水槽 １ ２

生残尾数（尾）

生残率（冊）

１７

０．１７

２８

０．２８

－２０－



2．シマアジ（Longirostrumdelicatissimus）（ＤＯＤＥＲＬＥＩＮ）

シマアジは養殖用種苗として市場性が高い。しかし、種苗生産技術は童だ安定していたいため種

苗の安定供給ができていない。本種は一般に暖海性魚類であるところから、その産卵海域も温帯～

亜熱帯海域と考えられる。小笠原諸島海域では稚魚から大型の成魚に至るまでの各段階の個体が沿

岸のいたるところで見られることから、周辺での再生産が行なわれていることは充分考えられる。

そこで、シマアジの種苗生産を目的として、地元漁協を通じ漁獲されたシマアジを入手して生殖腺

の熱度調査を実施し産卵期の検討と親魚養成を行なった。

（１）小笠原諸島海域におけるシマアジの産卵期

（材料と方法）

供試魚：昭和５７年４月から昭和５９年３月までに、小笠原諸島周辺海域（聟島、父島列島沿

岸）で釣獲されたシマアジ３９尾（９２２尾、８１７尾）を用いた。

熱度の判別：漁協より入手したシマアジは直ちに、体重、体長（尾叉長）を測定した後、生殖

腺を取り出して重量を測定した。熱度を判定するために生殖腺熱度指数（Ｇ・Ｉ）を算出した。

生殖腺重量
×１０３Ｇ・Ｉ＝

体重一生殖腺重量

(結果）

雄１８尾の測定結果を表２２に、また雌２２尾の測定結果を表２３に示した。雄で最も高い

表２２シマアジ（雄）の測定結果

lnJJlh
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表２３シマアジ（雌）の測定結果

服｜漁獲年月日尾叉長（c、）体重（，）生殖腺重量(『）Ｇ・Ｉ

０
０
２
６
５
０
０
７
８
０
４
０
５
４
０
６
６
５
０
０
０
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●

０
８
１
９
１
４
１
８
１
５
２
９
０
６
３
４
０
７
８
３
９
２

８
５
７
４
４
５
７
６
６
６
６
６
７
６
７
６
８
６
８
７
６
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６

５
０
０
０
０
８
０
５
０
５
０
５
０
０
０
５
５
０
５
０
０
１

７
５
９
９
２
３
９
９
７
４
３
０
８
３
４
９
６
６
４
３
５
４

９
９
９
９
９
，
，
，
９
，
‘
９
９
，
９
，
９
，
９
，
？
９

７
３
４
１
１
２
４
４
３
４
４
５
５
４
５
３
７
４
０
６
５
１

１

５７．５．２８

６．２０

１２．１４

２８

５８．１．３０

２．７

６．３０

８．１

８

２０

９．７

〃

１１．２５

〃

２８

１２．９

１５

２６

５９．１．９

１．１４

２．１０

１４

０
２
８
８
６
５
０
７
５
８
９
０
０
５
０
４
２
５
０
８
０
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
□
■

２
３
４
３
３
３
５
５
４
５
４
９
４
６
９
３
１
３
５
１
６
４

４
３

１
３
１
２
１
２
２
３
２
２
１
５
２
７
５
２

２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

５
２
５
０
１
０
９
８
７
６
２
８
９
０
０
０
４
３
３
９
５
６

４
９
１
０
０
７
１
１
６
５
８
７
８
２
４
４
７
１
０
２
７
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

５
０
７
２
３
５
７
３
６
３
５
５
５
６
５
３
６
５
７
８
４
３

２

Ｇ・Ｉを示したのは昭和５８月１２月１７日に漁獲された尾叉長８１c腕、体重１０．２〃の個体

で生殖腺重量は７００牙であった。雌では昭和５９年１月９日に漁獲された、尾叉長８８ｃｍ、体重

１０．４５町の個体で生殖腺重量は２７５．０牙であった。Ｇ・Ｉを月別に整理すると図１１のように

なる。４月のデータが無いか、明らかにＧ・Ｉは１２．１月に高くたる傾向が見られるところか

ら、産卵期は冬と考えられる。

－２２－
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(2)シマアジ親魚養成状況

昭和５９年３月現在、１４尾の親魚を養成している。飼育は海面生賓（４×４×３ｍ）で実施して

いる。親魚の大きさは表２４のとおりで、平均尾叉長５８．６cm、平均体重５，３７８ヲである。また、

この時の平均肥満度は２６．４であった。これら１４尾の親魚については昭和５９年度に採卵を試み

る予定である。

表２４シマアジ親魚測定結果（５７．１２月測定）

二叉 ZEEて百（臼

ＤＣ ５－８

ＤＯＣ

〕ＯＧ

ＤＣ

ＤＣ

9．２０（］ 山』

、０（］

8０（］ｄし

９０（］

3-4ＢＯＣ

ＤＯＣ

3．８０（］

D３０Ｃ

(3)シマアジ親魚候補養成試験

親魚を確保するために、親魚候補養成を行った。

（材料と方法）

供試魚：父島周辺で釣獲したシマアジ未成魚１６３尾を用いた。（平均体圓

２８．８ｃｍ）

飼育期間：昭和５８年１月１９日～昭和５９年３月１９日現在で４３５日間。

(平均体重４５２叺平均尾叉長

飼育方法：父島二見湾内の海面生管（４×４×３加）で行なった｡餌料はマダイ用配合餌料（ペ

レット）にマイワシ・マサパを混合して給餌した。給餌は毎日１回、午前９時に行なった。

魚体測定：魚体重が１Ａ9未満の場合は毎月１回、生寶から１０尾とりあげて麻酔（ペンゾカイ

ン）後、体重および体長を測定した。測定後は再び生寶ヘ放養した。魚体重がｌＡ７を超すと、取

扱いが困難となるため測定は不定期に行なった。

－２４－



(結果）

飼育結果は表２５のとおりで、昭和５９年３月１９日現在で平均体重２，０７４牙、平均尾叉長

４４９ｃｍ在で成長した。約１４ケ月の飼育で体重は４．２倍となった。小笠原海域は冬期でも温暖な

ため、シマアジの摂餌は活発であった。

表２５シマアジ親魚候補養成飼育結果

５８５９

１/i9~2/２３２１/24~3/２３牝4~4/２１４/22~5/２３５/24~6/２１６/22~Z/２７７/28~Q/20,9/21~q/i９

飼育日数
（日）

飼育尾数
（尾）

平均体重
（ヲ）

平均体長
（c加）

給餌量
（〃）

３５ ２７ ２９ ３２ ２９ ３６ ５５１９２

１６３１６３１６３１６３１６３１５３１５３１５３

４９３６０５６６５８０２８２５９７５1,001２，０７４

２９．９３２．０３３．０３４．０３４．５３６．８３５．５４４．９

９３．４１２４０１８２０１１６．０１１５．３１６３．４２５８．３４８９．９

－２５－



Ⅳ考察

マダイ１年魚の越夏養成試験については、５９年４月に採卵が可能であったことから、夏季高水温

の悪影響は無いものと考えられる。また、２年養成でも充分採卵できることが分った。本土海域では、
１）

マダイを体重１Ｋ9に仕上げるためには３年間の養成飼育が必要とされている。しかしながら、今回の

１年魚飼育結果から小笠原海域では２年間で体重１K9に仕上げられる可能性が得られた。この点につ

いては、５９年度生産種苗を用いた飼育試験で実証する予定である。

小笠原海域におけるアカハタの産卵期は、ＧＩから４～６月と推定できた。しかし、飼育した場合
２）

は４月下旬から８月上旬さて産卵する事が分った。キジハタでは、毎日連続して産卵すると報告され

ているが、アカハタの産卵は間歌的で、ほぼ１５～２０日おきに産卵のピークがみれれた。

なお、新月時の産卵は少なかったことから、産卵と月令との間には、何らかの関係があるものと考え
３）

られる。浮上卵率は日によって変重ｶﾌｳ:大きく、平均５４６筋であった。キジハタでも浮上卵率は低い。
４）

またマダラハタでは浮上卵と沈下卵とが明確に区別できず、中層浮遊卵が多くみられるが、これはふ

化管理が適切であれば、順調にふ化すると報告されている。アカハタについても、沈下卵の取扱につ

いては更に検討が必要であろう。今回の採卵結果から、アカハタの種苗生産の第１段階である大量採

卵については、一応の見通しが得られたものと考える。しかしながら、ふ化仔魚の養成飼育について

は、ｓ型ワムシ、マガキ幼生のいずれを用いた場合でも、開口後数日間で大量減耗か起きて生残

率は極めて低い結果となった。ハタ類の種苗生産においては、キジハ>)、マダラハム)ある

いはヒトミハ311,例でも初期減耗が大きく、生残率か低い。この原因としては､初期餌料のサイズや

飼育環境（光量、水温、比重等）などが考えられている。今後は、マガキ幼生よりも小型の餌料生物

を探索する必要があろう。

シマアジについては、産卵期が分ったので、５９年度には現在保有している親魚を用いて採卵試験

を行なう予定である。シマァジは養殖すると魚体に脂肪成分が蓄積しやすい。特に腹腔内に貯蔵脂肪

が顕著に見られるため、生殖腺の成熟を阻害することも考えられる。天然産成魚と同体長の飼育魚につ

いて肥満度を比べると、飼育魚は数倍の肥満度となる。これは、カロリーの過剰摂取と考えられるの

で、今後は餌料の質（高蛋白、低カロリー）と量（制限給餌）を適切にする必要かある。未成魚の飼

育試験では、冬季でも活発に摂餌し、成長か良好であったことから、将来のシマアジ養殖に期待が持

てることか分った。今-後は、親魚からの採卵、種苗生産について検討する必要かある。

－２６－



Ｖ要約

1．マダイ１年魚（平均体重２９３．２１、平均体長２４０ｃｍ）を越夏養成飼育（２５５日間）した結果、

成長、生残ともに順調で翌年の４月には産卵が見られた。

2．アカハタの産卵期は小笠原海域では４～６月であると推定される。しかし、飼育養成した場合は

産卵期間は長く、４月から８月まで産卵することか分った。

3．アカハタ親魚の陸上池での採卵は順調で、６１日間の総採卵数は１．７７８×１０７粒であった。浮

上卵率は平均５４６筋、ふ化率は平均８３．１妬であった。

4．アカハタ受精卵の平均卵径は７７０山平均油球径は１９０αであった。また、ふ化に要する時

間は、２３．１～２５．９℃で約３５時間であった。ふ化仔魚の全長は平均２１”であった。

5．アカハタ仔魚の飼育は、初期減耗が大きく生残率が極めて低い結果となった。初期餌料をＳ型ワ

ムシとした場合、仔魚は全く摂餌せず、また、マガキ幼生とした場合でも極めて摂餌状況が悪く、

このため初期減耗が大きくなったものと考えられる。

６シマアゾの産卵期は小笠原海域では１２月～１月と推定される。しかし、親魚養成を行たうと天

然産成魚と比較して肥満度が高くなるため、成熟、産卵への悪影響が考えられる。
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